
別記様式

　　大月市指令第　　　　号

　　　　　　年　　月　　日づけで申請のあつた行政財産の使用については、地方自治法第238条の4の規定に基づき次の条件により許可する。

　　　　　　　年　　月　　日

大月市長　　　　　　　　　　

1　使用許可物件

　(1)　名称

　(2)　所在

　(3)　区分

　(4)　種目

　(5)　数量

2　使用目的

3　使用許可期間

　　　　　　　年　　月　　日から

　　　　　　　年　　月　　日まで

　　ただし、この期間が満了する月前までに市長または申請人から特段の意思表示がないときは、この許可期間を更に1年間延長する。以後についても同様とする。

4　設置物件の明細

5　使用料　　　　　　　　円

　　ただし、使用期間中において使用物件の価格が上昇したとき、またその他正当な理由があるときは増額する。

6　前項の使用料は別に発行する納入通知書により、その納期限までに納付しなければならない。

7　使用物件は第2項の使用目的以外に使用し、または第三者に使用させてはならない。また、設置物件を変更しようとする場合は事前に市長の承認を受けなければならない。

8　申請人は使用物件を善良な管理者の注意をもつて良好に管理しなければならない。

9　使用許可期間中、市において許可物件を公用もしくは公共用に供するため必要が生じたとき、または許可の条件に違反する行為があると認めるときは、市長は申請人のいかなる条件も受け入れることなく、一方的にこの許可を取り消す。この場合、既納の使用料は日割計算等により返納しなければならない。この取消しによつて申請人にいかなる損失が生じても、市長は一切補償しない。

10　申請人は、前項による取消しの場合は、市長が取消通知を発した日から起算して30日以内に、又許可期間が満了する場合は、その満了期日までに申請人が設置したいつさいの物件を完全に撤去し、使用物件を原状に回復して、無条件で市長に明け渡さなければならない。

　　尚、これに要する費用はいつさい申請人の負担とする。

11　使用許可後申請人の責に帰する事由により、使用物件の一部または全部を滅失またはき損したときは、市長が定める額の損害賠償をしなければならない。

12　前各項以外については、大月市公有財産規則の定めるところによる。


